
公 園 施 設 維 持 管 理 計 画（概要版）

✓昭和40年以降、都市公園を積極
的に整備してきました。

✓現在、開設後30年以上経過した
公園が全体の約8割を占めています。

✓今後、これらの施設が本格的な
更新時期を迎えます。

◆都市公園の現状

◆公園施設の特性に応じた維持管理

✓都市公園には、多種多様な公園施設が設置され
ており、それぞれの施設の特性に応じた効果的な
管理を行う必要があります。

✓公園施設の管理手法は、「予防保全（状態監視
型・時間計画型）」による維持管理を基本としま
す。ただし、損傷により致命的な被害・影響を与
えない施設については、「事後保全」による維持
管理を行います。

＜主な施設の主要部材＞

＜施設事例＞

（園路） （パーゴラ） （ベンチ） （遊具） （公園灯）

◆計画の対象となる公園施設

✓「大阪市公共施設マネジメント基本方針」に
基づき、「インフラ施設」のうち「予防保全」
による維持管理を行う公園施設を対象とします。

（※市設建築物、天王寺動物園は対象外としています）

＜主な公園施設の施設数＞ （令和７年３月）

令和７年３月 現在
建設局管理 993公園

＜建設局管理の都市公園の経年分布＞

※

※設置後30年以上経過公園が8割以上

＜本計画の対象となる主な公園施設＞

昭和39年4月 286公園・322ha

令和７年３月 99３公園・889ha

施設名 施設数

遊具 約5,800基

ﾊﾟｰｺﾞﾗ（日陰棚） 約1,200基

防球柵 約74km

公園橋梁 約56橋

公園灯 約16,000灯

受変電設備 13公園

ﾅｲﾀｰ設備 19公園

大阪市公共施
設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ基本
方針の区分

管理手法
の区分

対象となる主な公園施設

市設建築物 予防保全 大規模建築物（咲くやこの花館など）

事後保全 小規模建築物（便所など）

インフラ施設 予防保全 遊具、ﾊﾟｰｺﾞﾗ、防球柵、公園橋梁、公園灯、公園設備など

事後保全 ベンチなどの簡易な施設

その他 樹木

本計画の対象となる公園施設

適用の
考え方

管理方法

施設分類 遊具・パーゴラ・防球柵・公園橋梁など 公園設備・公園灯 ベンチなどの簡易な施設

・損傷により市民生活に多大な影響を与える施設
・劣化の予兆が測れるもの
・長寿命化によりﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄの最小化が図れるもの

・損傷により市民生活に多大な影響を与える施設
・劣化の予兆や状態の把握が難しいもの

・損傷により致命的な被害・影響を与えない施設

・定期的な点検を行い施設の劣化等の状態を把握し、
最適なﾀｲﾐﾝｸﾞで補修や修繕等を実施

・定期点検を行いつつ施設の安全性や信頼性を損なう
前に計画的に更新

・異常の兆候（機能低下・不具合等）を確認した段階
で更新

予防保全
事後保全

状態監視型 時間計画型

１．対象施設
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分類 施設事例 主要部材

園路広場 園路、公園橋梁、土木構造物など ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ、金属、木材、ﾚﾝｶﾞなど

修景施設 ﾊﾟｰｺﾞﾗ（日陰棚）・ﾓﾆｭﾒﾝﾄなど ｺﾝｸﾘｰﾄ、金属、石材、木材、ﾚﾝｶﾞなど

休養施設 ﾍﾞﾝﾁ・ﾃｰﾌﾞﾙなど ｺﾝｸﾘｰﾄ、金属、石材、木材など

遊戯施設 ﾌﾞﾗﾝｺ・すべり台など ｺﾝｸﾘｰﾄ、金属、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝなど

管理施設 柵、公園灯、受変電設備、耐震性貯水槽など ｺﾝｸﾘｰﾄ、金属など

便益施設 水飲台、時計など ｺﾝｸﾘｰﾄ、金属、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝなど

運動施設 防球柵、バックネットなど ｺﾝｸﾘｰﾄ、金属、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝなど
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定期的な点検により状態を把握し、損傷が大きくなる前にこまめに
補修する「予防保全」による維持管理の実施

利用頻度や代替え施設の有無、社会的ニー
ズ等を勘案した共用休止の影響や施設その
ものの事故リスクの高さなど施設の「重要
度」と施設の健全度（「健全度」）をふま
え、優先順位を設定します。

優先順位１：安全確保
優先順位２：点検
優先順位３：効率的・効果的な維持管理

◆基本方針と実施方法

◆個別施設の状態等と対策内容

※対策費用約22億円/年の中には、事後保全による維持管理の対策費用の一部が含まれています。

計画期間：令和7年度～令和16年度

＜足元部＞

【施工前】

＜全体＞

２．維持について

基本方針基本方針

実施方法実施方法
公園全体の維持管理について計画、実行、検証、改善（ＰＤＣＡ）
サイクルを確立

◆優先順位の考え方

基本的な考え方基本的な考え方 公園施設に対する基本的な優先順位公園施設に対する基本的な優先順位

点検の実施点検の実施 現状の把握現状の把握 対策の実施対策の実施

健全度 対応策

A 全体的に健全

B 部分的に劣化が進行

C 順次対応 全体的に劣化が進行

D
必要に応じて使用禁止措置を
行った上で、補修・更新など
の適切な対策を講じる

顕著な劣化

状況

経過観察

更新及び補修更新及び補修 実施時期実施時期

✓施設の補修・更新等を行う際は、これまで以上に施設
の長寿命化を目指すとともに、整備費用の低減に努める
など、素材・工法・技術等について検討し、ライフサイ
クルコストの縮減を図ります。

（補修）
施設の長寿命化の観点から部材などに応じ計画的に補
修を行うとともに、安全性確保の観点から各種点検によ
り破損等の危険個所を早期に発見し、適時補修を行いま
す。
（更新）
更新にあたっては、素材や工法について検討を行い、

低価格で耐久性に優れる高品質な施設の更新を目指すと
もに、施設の劣化という物理的な視点だけではなく、利
用状況や市民ニーズ等の社会的要請などの視点も考慮し
ながら更新計画を検討していきます。

防球柵

鋼製遊具における補修の事例鋼製遊具における補修の事例

【施工前】【施工後】 【施工後】【施工中】

３．対策費用（コスト縮減効果）
✓計画期間内における対策費用は約22億円年/円を想定しています。

✓予防保全による維持管理を適切に実施することで、従来型の事後保全による
維持管理と比較して年間で約15％のコスト縮減効果を見込んでいます。

（公園施設の最適化）
既存施設のリフレッシュや更新の際には、公園施設の魅力向上プランに基づき、

施設数の最適化を図っていくとともに、各公園において、市民ニーズ等を踏まえ
た施設配置の見直しや機能分担についても検討していく。

橋梁

（億円） 約26億

約22億

約15％ﾀﾞｳﾝ

事後保全 予防保全
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遊具の健全度調査結果

（令和5年度）

防球柵

橋梁


